
第１１回海外視察研修を終えて 

 

日本梱包管理士会  

会長 溝井広明 

 

去る４月１０日から１３日の３泊４日の日程で、日本梱包管理士会の目玉事業のひとつ

であります海外視察旅行を実施し、無事終えることが出来ましたのでご報告させていただ

きます。 

今回は総勢１７名で、台北港、高雄港、台中港の各港湾施設と現地梱包工場、物流施設

等の見学を、専用バスと台湾新幹線を使い、各都市を移動しながらの強行日程でしたが、

天候にも恵まれ事故もなく無事日程を終了することができました。 

また、訪問先の皆様の丁寧なご説明と美味しい台湾料理を味わいながら、現地事情の把

握と参加者間の懇親も深める事ができ、大変有意義な４日間でした。 

今回の視察先のご手配をして下さった、株式会社幸栄の神会長様と株式会社キョーワ・

トレッドの保坂社長様をはじめ現地スタッフの皆様のおかげで無事終了できましたことを、

この紙面をお借りして改めて厚く御礼を申し上げます。 

今回の視察先の台湾は２００１ 

年にも梱包管理士会として視察 

をしていて、今回は２回目の訪 

問になります。その当時、参加 

したメンバーで私を含め３名が 

再訪問になり、時間の経過によ 

る現地環境の変化に時の流れの 

速さを実感しました。 

神会長様の台湾進出時のご苦労 

話やＣＴＷロジスティックの黄 

社長様の機知に富んだお話を聞 

く事ができたのも、今後の業界 

の進むべき道を示唆して頂いたような気がしました。 

台湾は、私の亡き父にとっても思い出の地になり個人的にも感慨深かったです。 

最近の日中、日韓のこじれた関係と比べ、街中で見かける日本語（意味不明な日本語も

あるが…）や日本製品の多さ、また、実際に現地の台湾の方々と会話をしてみると、まだ

まだ親日の雰囲気が感じられ安心して視察を行うことができました。 

 梱包管理士会として、今後も海外視察をふくめ様々な企画を通じ、世界に通用する 

人材育成の一助になればと思っております。今後とも梱包管理士会の活動に、ご理解と 

ご協力をよろしくお願いいたします。 
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               台湾新幹線駅               夕食会で挨拶する溝井会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

台湾幸栄様工場前で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場をご案内頂いた台湾幸栄の神会長 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晃榮包装工程股份有限公司様前で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


